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概 要 

 

当館では、来館者向けに天文学や星空の話題を解説した「星空かわら版」というパンフレットを毎月

発行している。これは来館者に対し、時期に応じた星空の話題を解説したパンフレットを配布し、市民

の天文学・宇宙に関する教育普及の一助となることを目的に実施しているものである。本稿では 2021

年度に発行した「星空かわら版」の内容を報告する。  

 

 

１．「星空かわら版」とは   

「星空かわら版」は、当館が毎月来館者向けに無

料配布しているパンフレットの名称で、その内容は時

期に応じた天文学の話題や星空を簡単に解説したも

のである。市民の天文学・宇宙に関する教育普及の

一助となることを目的に発行している。  

「星空かわら版」は、B4 版 1 枚でリソグラフによる

両面の白黒印刷である。これを、科学館一階および

地下一階にあるインフォメーションの棚に置いて、来

館者が自由に持っていけるようにしている。発行部数

は初版 300 部であるが、なくなった場合はそのつど

追加で印刷して補充している。  

内容は、発行月の星図やその時期によく見える惑

星や星座の話題、注目の天体現象 (月食や日食、流

星群など )を取り上げている。おもに大阪市内でも見

える比較的明るい天文現象が中心である。また、季

節や時期を問わない様々な天文トピックスについて

も掲載している。  

2021 年度に発行した星空かわら版のタイトル一覧

を、表 1 に示す。5、6 月号については、新型コロナ

ウィルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言により臨時

休館 (2021 年 4 月 25 日～6 月 21 日 )となったため、

まずは休館中に学芸ツイッターへ掲載し、6 月 22 日

に改めて紙面を発行することとなった。  

なお、リニューアル工事に伴う長期休館 (2021 年

8 月 23 日～2022 年 2 月 1 日 )や、科学館公式ホー

ムページでの“星空情報 ”の掲載もあることから、本

 
* 1 大阪市立科学館  学芸員  

n i sh ino@sc i-museum. jp  
* 2 大阪市立科学館  学芸補助スタッフ (2021 年 8 月末まで )  

かわら版の発行は、2021 年 8 月号を以て終了する

こととした。  

 

表１．2021 年度星空かわら版  タイトル一覧  

発行日  タイトル  

2021/04/01  ☆北の空  めぐる親子グマ  

☆火星にみるみる近づく月  

2021/06/22  ☆春霞  ひっそり煌めく  春のダイヤモンド  

☆M87 銀河中心のブラックホール  

☆5 月 26 日は、約 3 年ぶり！皆既月食！！  

2021/06/22  ☆梅雨の晴れ間に  ふわりと浮かぶ  春の星

座たち  

☆うしかい座に熱いまなざしを！！  

2021/07/01  ☆7 月 7 日、七夕の星を見よう  

☆月と金星と火星を見よう  

☆ヘルクレス座を見ませんか  

2021/08/01  ☆この夏、おすすめの星空観察  
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